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今
年
度
も
市
Ｐ
連
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、学
校

や
地
域
の
方
々
や
関
係
機
関
の
皆
様
に
支
え

ら
れ
、子
ど
も
達
が
安
心
し
て
学
び
、過
ご
せ

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

　

本
会
及
び
二
委
員
会
二
専
門
部
の
活
動
を

通
し
て
、立
場
や
学
校
の
枠
を
越
え
た
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
と
同
時

に
、保
護
者
同
士
が
声
を
掛
け
合
い
、支
え
合

う
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

忙
し
い
中
で
も
時
間
を
作
り
、活
動
に
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。日
々
の
皆
様
の
ご
協
力
ひ
と
つ
ひ

と
つ
が
市
Ｐ
連
の
活
動
の
原
動
力
と
な
り
ま

し
た
。   

　

来
年
度
も
子
ど
も
達
の
笑
顔
と
健
や
か
な

成
長
を
願
い
な
が
ら
、無
理
の
な
い
形
で
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
支
援
、ご
協
力
の
程
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

相
　
山
　
恭
　
子

会
　
長

（
北  

中
）

甲
府
市
小
中
学
校
P
T
A
連
合
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令
和
７
年
度
全
体
研
修
会
を
保
護
者
・

教
職
員
・
一
般
か
ら
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

盛
大
に
開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。今

年
度
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
共
有
の
大
切
さ
を
鑑

み
、全
県
下
の
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
に
も
ご

案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
樋
口
甲
府
市
長
、松
田
教

育
長
、青
木
校
長
会
会
長
、齊
木
教
頭
会
会

長
、丸
山
教
育
会
会
長
の
ご
臨
席
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、講
演
会
で
は
、親
子
問
題
専
門
心

理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
矢
部
裕
貴
氏
を
講
師

に
お
迎
え
し
て
、「
子
ど
も
の
可
能
性
を
伸

ば
し
た
い
、そ
ん
な
全
て
の
大
人
の
思
い

に
答
え
ま
す
‼ 

〜 ‶

い
い
親

‶

じ
ゃ
な
く

て ‶

ち
ょ
う
ど
い
い
親

‶

に
な
る
コ
ツ
〜
」

と
題
し
た
講
演
を
拝
聴
し
、「
ど
う
す
れ
ば

子
ど
も
の
才
能
が
延
び
る
の
か
」「
子
ど
も

を
笑
顔
に
す
る
に
は
」な
ど
子
育
て
の
悩

み
に
つ
い
て
、親
の
在
り
方
や
声
か
け
の

重
要
性
に
関
す
る
学
び
が
多
く
得
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
親
が
夢
を
持
つ
と
子
ど
も
も
夢
を
持

つ
」と
い
う
先
生
の
主
張
に
参
加
者
か
ら

は「
明
日
へ
の
課
題
を
見
出
し
た
」と
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
感
想
が
集
ま
り
ま
し
た
。開
催

に
あ
た
り
、教
育
と
い
う
共
通
点
を
軸
に

集
ま
っ
た
皆
様
で
支
え
合
い
、喜
び
を
分

か
ち
合
え
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
で
は
、企
画
調
査
委
員
会
・
育

み
委
員
会
・
情
報
活
動
部
・
教
育

研
修
部
の
活
動
内
容
等
の

展
示
、各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

発
行
し
て
い
る
広
報
紙

の
展
示
も
行
い
、好
評

を
得
ま
し
た
。

　育み委員会では「学校や学年を超え、親子が触れ合いな
がら参加できること」を目的に、初めての取り組みとして企
画調査委員会と合同でスポーツフェスティバルを開催しま
した。
　当日は、親子で協力しながら楽しめる競技を中心に実施
し、競技種目や内容については事前に委員会内で話し合い
を重ね、参加しやすく交流が深まる構成としました。
　多くの親子が参加し、学年や学校の枠を超えた交流が生
まれるなど、目的としていた親子のふれあいや参加者同士
の繋がりを深める機会となったのではないかと思います。
　来年度以降も親子で参加できるような企画を考え、この
活動が『ふれあいの場』『繋がる場』となることを期待してい
ます。

令和７年度 全体研修会を開催

スポーツフェスティバルを開催

講師：矢部裕貴 先生 令和７年12月14日（日）
リッチダイヤモンド総合市民会館

令和8年2月23日（月）
於：リッチダイヤモンド総合市民会館

執筆　藤田 宜大

執筆　木川 絵美

最
近
の
部
活
動
！

知
っ
て
る
？
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学校が担ってきた部活動を地域クラブ・団体等へ段階的に移行する政策です。
 これからどうなるの？何でそうなるの？課題は？素朴な疑問を聞いてきました！

座談会メンバー：情報活動部 仲沢部長、甲府市教育委員会 大森指導主事、甲府市P連 相山会長

メリット・デメリット

指導体制と今後

仲 　 沢：良い所は専門的な指導を受けられる・学校横断の交流が生ま
　　　　  れる・先生方の負担軽減ですね。
　　　　  でも、費用増加や送迎の負担・地域差も気になります。

相 　 山：今までの部活動は「学校にお任せ」の安心感はありましたが、
　　　　  学校側の負担が積み重なってきたのも事実ですね。子どもの
　　　　  体験機会を広げる新しい仕組みが必要だと感じています。 

市担当者：多角的な意見をいただきながら、甲府市の子どもたちが活動
　　　　  できるように引き続き運営していきたいです。

選択肢を広げる動き
相 　 山：甲府市は新しい部活動として様々な活動を推進していますね。

市担当者：並行してスポーツに親しむ機会の創出も実地しています。
　　　　  陸上、ラグビー、ウォーキング、ブレイキン、アルティメットな
　　　　  どです。

仲 　 沢：子どもの興味もダンス、競技かるた、登山、総合格闘技、プログ
　　　　  ラミング、eスポーツまで幅広いですよね。「時代」ですね。

甲府市中学校部活動の地域移行に関する検討委員会には保護者代表として市Ｐ連から役員が出席しています。

甲
府
市
の

取
り
組
み
は
？

検
討
委
員
会
へ
の
出
席

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

検討委員会で段階的に進めています。
今年度までに計8種目を地域移行しました。
市のホームページでも見られますよ。

土日の引率でも代休が取り
にくく、長時間勤務もあり、
教員の多忙化は深刻です。

そもそもなぜ
地域移行するのですか？

子どもの関心を大切にしながら、
バランスの取れた選択肢が増えて
いく事を願います。
子どもが自分らしい道を選んで進
んでいけるよう見守っていきたい
ですね。

少
子
化
で
部
活
動
の
運
営
も

　
　
難
し
い
で
す
し
ね
…

仲 　 沢：現場の指導は誰がされていますか？

市担当者：市スポーツ協会の種目団体を中心に、スポーツ少年団の指導
　　　　  者、教員、大学生などです。

仲 　 沢：今後の課題は何ですか？

市担当者：課題は指導者の数と質の確保です。
　　　　  指導者だけでなく指導者をサポートするスタッフも募集しま
　　　　  すのでぜひご協力ください。

地域移行に関する　
座談会の詳細はこちら→



聞いてみました !！
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他の学校どうしてる？

えっそうなの！？
どんな活動？

令和７年度 企画調査委員会  アンケート調査結果報告
各学校のＰＴＡ活動をどのように行っているのか調査しました。

みんなの代表の選び方
仕事の負担は？
後任の選出は？

多くの学校で課題です。

電子配布より紙面配布が多いんですね。
読みやすい紙？いつでも読めるデジタル？
それぞれの良い所を生かせるといいですね。

役員決め、どうしてる？

PTA新聞、どうしてる？

ま　と　め

みんなの代表！ でも誰がやるの？

1.立候補

4.ジャンケン
3.くじ引き

5.PTA会長からの推薦

2.保護者からの推薦
34（82.9％）

24（58.5％）
9（22％）

5（12.2％）
11（26.8％）

1.紙面の配布
2.電子配布

（あんしんメール等による送信）
Instagram

25（89.3％）

6（21.4％）

1（3.6％）

発刊している
発刊していない
昨年度廃止

68.3％

2.4％

29.3％

　それぞれのPTA が、「続けていきたいこと」と「見直していきたいこと」を整理しなが

ら、少しずつ今の時代に合った運営へシフトしていけるといいなと感じました。

　学校を取り巻く環境も日々 変わっているので、今回のようなアンケートを継続して実施

して、その変化を追っていくことで、各単位PTAの状況もより深くつかめそうです。

　そうした結果をもとに、市P連として分析や情報共有などの形でサポートしていけれ

ば、各PTAにとって心強い手がかりになるように思います。

他にもあるよ
！

他にもあるよ
！

参考にしてね参考にしてね
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企画調査委員会
委員長　千田　知宏（湯田小）

　企画調査委員会では、本年度に2回の委員会を開催し、主
に各単位ＰＴＡの運営や活動内容についてアンケート調査を行
い、その結果をまとめました。
　調査からは、児童生徒数の減少や社会環境の変化、コロナ
禍の影響により、ＰＴＡ活動が簡素化してきている様子がうか
がえました。こどもFirstを前提としつつも、それぞれのＰＴＡで
「続けたい活動」と「見直したい活動」を整理し、これからの時
代に合った無理のない運営方法を考えていくことが大切だと
感じました。
　今後も企画調査委員会で、ＰＴＡのよりよい活動のために役
立つ情報収集や調査を続けてほしいと思います。

育み委員会
委員長　木川　絵美（甲運小）

　第1回委員会では、委員の皆様との意見交換を行い、今年
度の活動として「親子で参加できるイベントの企画・開催」を実
施することが決定しました。
　第2回委員会では、企画調査委員会との合同開催となるス
ポーツフェスティバルについて、競技種目や参加者募集方法等
を中心に協議を重ねました。また、各学校から寄せられた学校
給食および教育環境に関する要望事項を取りまとめ、12月23日
に甲府市教育委員会 松田教育長へ要望書を提出しました。
　第3回委員会では、2月23日に開催予定のスポーツフェスティ
バルに向けて、当日のタイムスケジュールの確認および役割分
担の決定を行いました。
　皆様のご協力のもと、育み委員会の取り組みが
子どもたちのより良い成長環境づくりにつながる、
実りある一年となったのではないかと思います。

教育研修部
部長　藤田　宜大（山城小）

　教育研修部では大勢の方にご協力いただき、今年度は7月5
日に「家庭教育について」、また、9月28日には一般社団法人“人
間と性”教育研究協議会会員、日本思春期学会名誉会員の村
瀬幸浩先生を講師にお招きし、「子どもの“性”を育てるとは」と
題し、学習会を開催しました。参加者からは「性教育に対する
理解を深め、家庭での対話を促進したい」という感想が多く寄
せられました。学習会終了後部会も開催しました。
　全体研修会では親子問題専門の心理カウンセラー矢部裕
貴先生の講演と2委員会２専門部の活動の展示、各単位ＰＴＡ
の広報紙展示を行いました。

情報活動部　
部長　仲沢　桂（西中）

　情報活動部では第1回部会において市P連だよりに関する
記事の検討を行った結果、様々な角度から豊富な案が出たこ
とで、第96号・97号の掲載記事を厳選し市P連だよりの発行に
つなげることができました。例年より、活動の少ない1年となりま
したが、ＰＴＡ役員の業務の多さを懸念する声が多い 昨今で
は新しい試みができたと思います。　　
　今年度 情報活動部の部長という大役に携わり、いい経験が
できたと思います。
　今後もお子さんや 保護者の方々の心に刺さる情報の発信
に期待をしていきたいと思います。この1年間、ありがとうござい
ました。

編集
後記

様々な意見をいただきながらお便りを送ることができ 一安心しています。
今後も読まれた方が PTA活動に興味を持っていただけるような活動が続く事を祈っています。
発行にあたり、多くの皆様のご協力があった事に感謝します。 ありがとうございました。  情報活動部　部員一同

今
後
の

会
議
日
程

令和８年度
＊単位PTA会長予定者・執行部役員予定者
  オリエンテ－ション  令和8年３月２7日（金）　午後７時～
＊新旧理事会 令和8年５月１6日（土）　午後２時～
＊定期総会 令和8年５月30日（土）　午後２時～

会場はすべて
リッチダイヤモンド総合市民会館
大会議室になります

知
っ
て
る
？

最
近
の
P
T
A


